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2023 年度⼤規模計算機システム利⽤による研究成果・論⽂⼀覧 

この⼀覧は、本センター⼤規模計算機システムを利⽤して 2023 年 4 ⽉から 2024 年 3 ⽉
までに得られた研究成果について、利⽤者から報告されたものを掲載しています。 
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SC23 出展報告
伊達 進 1, 2  速⽔ 智教 1  Kundjanasith Thonglek1  ⾕⼝ 昂平 1, 5  曽我 隆 2 

 ⽥主 英之 2  細⾒ 岳⽣ 2  並⽊ 悠太 2, 3  上野 雅⽮ 4  ⾼嶋 和貴 5  村⽥ 忠彦 1 

1 応⽤情報システム研究部⾨ 2 ⾼性能計算・データ分析融合基盤協働研究所 3 ⽇本電気株式会社 

4 情報推進部情報基盤課 5 ⼤学院情報科学研究科 

 

2023 年 11 ⽉に⽶国コロラド州 Denver にて開催さ
れた国際会議／展⽰会 SC（通称 SC23）において、
当センターの概要、研究内容、および事業内容を紹
介するための展⽰ブースの出展を⾏った。本稿では
その展⽰内容や当⽇の様⼦等について報告する。 

 

1. はじめに 

  ⼤阪⼤学サイバーメディアセンターでは、例年、
⽶国で開催される国際会議 SC において展⽰ブース
を出展する活動を継続している。SC とは、The 

International Conference for High Performance 

Computing, Networking, Storage, and Analysis という正
式名称を持つ、IEEE Computer Society および ACM 

SIGARCH によって開催されている国際会議であり、
ハイパフォーマンスコンピューティング（HPC）分
野におけるトップレベル会議の⼀つである。それと
同時に、SC は HPC に関する最新機器や最先端技術
の国際⾒本市でもある。そのため、北⽶を中⼼とし
た研究者や技術者に限らず、欧州、アジアの研究者
や技術者が集う最⼤級の国際会議／展⽰会となって
おり、新型コロナウイルス感染症の拡⼤以前におい
て登録者数は 1 万⼈を超える数字が記録されていた
が、今年は過去最⾼の 14,295 ⼈が参加したと発表さ
れている。当センターによる展⽰ブースの出展は、
新型コロナウイルス感染症の拡⼤のため 2020 年度、
2021 年度の展⽰は叶わなかったが、2000 年の初出展
から数え、今回で 22 回⽬となる。 

 

2023 年の SC（通称 SC23）は、⽶国コロラド州デ
ンバー市にある Colorado Convention Center（図 1）
にて、11 ⽉ 12 ⽇から 17 ⽇までの期間に開催された。
なお、デンバーでの SC の開催は、2001、2013、2017、

2019 年度に続いて 5 度⽬となり、本センターのデン
バーでの展⽰も 5 度⽬となる。デンバーはコロラド
州の州都であり、別名マイル・ハイシティ（Mile High 

City）とよばれる。このマイル・ハイという名の由
来は、デンバー市は標⾼ 1 マイル（1,609 m）にある
ことによる。そのため、空気が希薄であり、お酒に
は酔いやすいという⾼地ならではの特徴もある。ま
た、デンバーは 1 年を通して空気が乾燥している。
そのため、毎回体調を崩す者がいるが、今回の展⽰
においても本調⼦ではなく⾵邪をひく者も多くいた。
また、今回最も厳しかったのは、歴史的な円安（1 

USD = 150 JPY）であった。クレジットカードで決済
すると 1 ドル 154.4 円程度となっており、全ての物
が⾼く感じられた。さらに、今回の展⽰では、持参
したポスター筒が空港で紛失（おそらく盗難）する
というアクシデントに⾒舞われた。そのため、急遽
電⼦版から現地でポスター印刷を⾏うという緊急対
応を⾏なった。 

そのような中、本センターの展⽰に携わった皆全
てが責任感を持って、⾃⾝の対象となる展⽰を⾏い、
結果として、400 名超の来訪者に説明を⾏うことが

図 1: Colorado Convention Center 
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できた。なお、この数字は概ねコロナ禍前の数字と
同等である。センターの概要・ミッション・事業・
研究活動、およびそれらの成果について報告・発表
に責任感をもって対応でき、サイバーメディアセン
ターの国際的なプレゼンス向上、本センターの研究
開発成果の紹介、⼤規模計算機システム事業の広報
という点でのよきアウトリーチ活動となったと考え
ている。 

 

2. 展⽰内容 

SC23 では、11 名の教職員（2 名の招へい教員含む）、
1 名の⾼性能計算・データ分析融合基盤協働研究所
所属の NEC 研究員、1 名の⼤学院⽣の合計 13 名（表
1）が⼤阪⼤学サイバーメディアセンターの出展する
展⽰ブースにおいて、下記 6 テーマでのポスター展
⽰を中⼼に本センターの概要、事業概要、および、
本センターを中⼼とした研究紹介、成果報告・発表
を⾏なった（図 2、3）。 

(1) “Large-scale Computing Systems at the 

Cybermedia Center” 

(2) "Development of AI models for analyzing dental 

panoramic radiographs" & "MPI communication 

logging module with BlueField-2 Data Processing 

Unit" 

(3) “Provenance Management Framework for HPC 

Systems” 

(4) “High-speed Data Transmission” & “Information 

Infrastructure Integration” 

(5) “Cloud-Edge Continuum Computing Platform: An 

Application Platform in Post-5G Era” 

(6) “Synthetic Population for Real-Scale Social 

Simulations” 

 

 ブース展⽰は、11 ⽉ 13 ⽇から 16 ⽇までの 4 ⽇間
⾏われた。ID バッジの読み取りデータをもとにブー
ス来訪者の統計情報の⼀部をまとめた。その間の当
ブースへの来訪者数は 431 名であった。訪問者数は
コロナ禍前の2019 年度の 423 名と⽐較すると微増と
いう結果となり、コロナ禍前の⽔準まで回復した。 

 ブース来訪者の地域別分類（図 4）を⾒ると、開
催地の北⽶エリアからの来訪者が最⼤で全体の
59.2 ％を占めている。続いて、⽇本からの来訪者が
16.2 ％、欧州からの来訪者が 13.5 ％、アジアから

表 1: 参加スタッフ一覧 

応⽤情報システム研究部⾨ 
 スタッフ 伊達 進 
  村⽥ 忠彦 
  速⽔ 智教 
  Kundjanasith Thonglek 
  ⾕⼝ 昂平 
  阿部 洋丈（招へい准教授） 
  ⽚岡 ⼩百合 
 ⼤学院⽣ ⾼嶋 和貴 
⾼性能計算・データ分析融合基盤協働研究所 
 スタッフ 曽我 隆 
  ⽥主 英之 
  細⾒ 岳⽣（招へい准教授） 
  並⽊ 悠太（NEC 研究員） 
情報推進部情報基盤課 
 技術職員 上野 雅⽮ 

図 2: 参加スタッフ記念撮影その 1 

図 3: 参加スタッフ記念撮影その 2 
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の来訪者が 7.9 ％であった。北⽶、アジア、欧州で
全体の 96 ％以上を占め、その他には中南⽶、中東、
アフリカ、オセアニアの来訪者が含まれており、南
極を除く全ての⼤陸からの来訪者に対して、アウト
リーチ活動を⾏うことができたと⾔える。 

平均すると１⽇で 107.75 ⼈の来訪者があった。展
⽰初⽇の 11 ⽉ 13 ⽇は Grand Opening Gala Reception

で午後 7 時から 9 時までの 2 時間の開催であったが、
100 ⼈近い来訪者があった。 

   

以下、SC23 にて⼤阪⼤学サイバーメディアセン
ターで⾏ったポスター展⽰の概要について説明する
（括弧内は担当者名）。 

 

(1) “Large-scale Computing Systems at the 

Cybermedia Center”（上野） 

本ポスターでは、⼤規模計算機システムの構成や
利⽤状況についての紹介を⾏った（図 5）。ブース来
訪者からは主に、「どのような分野のユーザが使⽤し
ているのか？」、「OCTOPUS、SQUID それぞれ、ど
のようなアプリケーションが使えるのか？」といっ
た質問があった。また、OCTOPUS のサービスを終
了する旨紹介した際は、「次に導⼊するシステムはど
のような構成になるのか？」といった質問があった。

また、次期システムの名称について興味を持たれる
⽅もいた。SQUID、ONION ともに他のスパコンと⽐
較すると名称が印象的なので、本学を知らない来訪
者にも興味を持ってもらうことができ、そこから
様々な話を伺うことができた。 

 

(2) "Development of AI models for analyzing dental 

panoramic radiographs" & "MPI 

communication logging module with BlueField-2 

Data Processing Unit"（速⽔、⾼嶋） 

 本ポスターでは 2 つの研究テーマについての発表
を⾏った。ポスター前半では、⻭科医療における⼈
⼯知能（AI）の応⽤として、⻭科⽤パノラマエック
ス線画像から⻭式（⻭の番号）を抽出・分類するた
めの AI システムについて紹介した（図 6）。実際の
医療現場で採取されるパノラマエックス線画像の特
徴を踏まえ、⻭科医師の判断の仕⽅をプロセスに取
り⼊れることで⻭式を精度良く判別するための⼯夫
について説明した。 

図 4: ブース来訪者 – 地域分類別 

図 5: ポスター説明を行う上野（技術職員） 

図 6: ポスター説明を行う速水（特任助教） 
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来訪者からは、そもそもなぜ⻭に番号を付ける必
要があるのか、どのように付けるのかといったもの
から、使⽤した AI モデルの構成やデータの種類に
ついて、さらに他の医療機関との連携の有無や将来
の展望について質問があった。⻭の治療記録を管理
するために必要な⻭式を正確に検出することが、治
療対象となる⻭の取り違え等の医療ミスを防⽌する
うえでも有⽤である。こうした意義は専⾨分野外の
⽅にも⼤いに共感いただけた。 

ポスター後半では、 MPI アプリケーション実⾏時
のプロセス間の通信ログを取得するためのモジュー
ルを提案した（図 7）。MPI プロセス間の通信ログを
取得することでMPI アプリケーションのデバッグや
性能チューニングに活⽤することができる。しかし、
通信ログの取得処理を CPU 上で実⾏する場合、MPI

アプリケーションで利⽤できたはずの計算資源が消
費される。この問題を解消するために、我々は通信
処理を CPU からオフロードすることが可能なアク
セラレータデバイスである Data Processing Unit 

(DPU)の活⽤に着⽬した。本研究では、CPU 使⽤率
を増加させないことを⽬的として、通信ログの取得
処理を DPU 上で実⾏する MPI 通信ロギングモ
ジュールを開発した。 

来訪者からは、MPI アプリケーションのチューニ
ングを⾏うツールの必要性についての共感を得るこ
とができた。⼀⽅、本研究の提案モジュールの性能
については課題があるという指摘があった。特に提
案モジュールによる通信遅延時間のオーバヘッドは、
最新の InfiniBand ネットワーク環境においては無視
できないものであるとの指摘があった。また、DPU

の利⽤が効果的なユースケースについて知りたいと
いう質問が多く寄せられた。GPU や FPGA といった
他のアクセラレータデバイスと⽐較して、DPU はそ
のユースケースが少ない状況である。本会議のプレ
ゼンテーションセッションやポスターセッションで、
DPU についての研究発表が複数件⾒られたことか
らも、DPU の活⽤⽅法について注⽬が集められてい
ることが確認できた。 

 

 

(3) “Provenance Management Framework for HPC 

Systems”（並⽊） 

本ポスターでは研究データ管理の⼀環として、
HPC システムにおいて⽣み出されるデータの来歴
を記録、管理するためのフレームワークを提案した
（図 8）。 

提案の背景には世界的に広がりつつあるオープン
サイエンスの潮流における、研究データを再現可能
な形で管理することへの要求がある。来歴は結果
データを得るために実⾏すべきプログラムとそれに
与える⼊⼒ファイルを列挙したものであり、再現可
能性を⾼める情報のひとつである。しかし、来歴を
研究者が⼿作業で正確に記録することは現実的では
ない。我々の提案は既存のプログラムなどの資産に
変更を加えることなく、⾃動的に来歴を記録、管理
するための⼿法である。 

 

図 7: ポスター説明を行う高嶋（大学院生）

図 8: ポスター説明を行う並木（NEC 研究員） 
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来訪者のうち、特に⼤学や国⽴研究所（主に⽶国）
の関係者からは来歴の必要性に共感してもらうこと
ができた。「再現しようとしても試⾏錯誤の過程で同
じようなファイルが⼤量にあり、必要な版のファイ
ルを探し出すのに苦労した」というまさに本⼿法が
解決しようとしている問題の実体験を聞くこともで
きた。また、テラバイト級の⼤容量データへの対応、
分散した拠点に跨った計算機の利⽤への対応、様々
なアプリケーションの挙動が記録できるのか、と
いった点に関して質問が寄せられた。議論では具体
的な事例や質問が多く、⽇本国内と⽐較して研究
データ管理への取り組みが進んでいることが窺えた。 

 

(4) “High-speed Data Transmission” & “Information 

Infrastructure Integration” (細⾒、⽥主) 

本ポスターでは、研究データ管理基盤の領域での
研究成果として、⾼速データ転送と、集約基盤と公
開基盤の連携について展⽰を⾏った（図 9）。⾼速
データ転送は、⼤学キャンパス内において研究デー
タを⾼速に転送可能とする Red-ONION を実現する
要素技術である。各研究部⾨で⽣成される⼤量の研
究データを、100 Gbps の速度で⾼速に集約基盤に転
送、また研究部⾨間で共有可能とすることを⽬指し
ている。本ポスターでは、複数のデータ転送技術の
性能評価を SC23 に設置したサーバと⼤阪⼤学に設
置したサーバとで実施することを説明した。また、
集約基盤と公開基盤の連携は、現在サイバーメディ
アセンターが試験運⽤している集約基盤 ONION と
⼤阪⼤学附属図書館が運⽤している公開基盤 OUKA

との連携を実現した⽅式について説明を⾏った。こ

れにより、研究部⾨からの研究データの集約、そし
て公開までの⼀連のフローを実現できることを⽰し
た。 

来訪者からは、⾼速データ転送についてこのよう
な技術が求められている背景の確認、同様の問題意
識の共有、実験でどのような性能が出たのかの質問
があった。また、研究データの集約、そして公開に
関しては、来訪者の中でオープンリサーチデータに
対する認知度が低く、まずはオープンリサーチデー
タの背景、必要性の説明から⾏った。「研究データ管
理における研究者の負担を減らす」という⽬的に共
感が得られ、ワンクリックでデータ公開申請を⾏え
るその⼿法に関⼼が寄せられた。 

 

(5) “Cloud-Edge Continuum Computing Platform: 

An Application Platform in Post-5G Era” 
(Thonglek、⾕⼝) 

「ポスト 5G 情報通信システム基盤強化研究開発
事業／ポスト 5G 情報通信システムの開発」プロジェ
クトの概要と研究予定についてのポスター発表を
⾏った（図 10、11）。本プロジェクトの⽬標は、ク
ラウド、エッジ、デバイスを含む IT インフラを安価
に提供するアプリケーションプラットフォームの実
現である。この⽬標に向けて、我々は資源を必要な
量・時間だけ切り分けて提供するリソーススケ
ジューラの研究開発、ネットワーク資源をより細か
な時間単位で管理・提供するための研究開発の 2 点
に取り組む。 

プロジェクトの初年度ということもあり、聴衆か
らはさまざまな観点からの質問をいただいた。ユー

図 10: ポスター説明を行う Thonglek（特任助教）図 9: ポスター説明を行う田主（特任研究員）
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ザの観点からは、どのようなアプリケーションを実
⾏できるのか？プラットフォームの外にあるサービ
スと連携できるか？といった質問をいただいた。技
術的な観点からは、デバイスや計算機などの性能差
をどう扱うのか？データ転送およびリソースを切り
替えた際のセキュリティ対策はどうするのか？と
いった質問をいただいた。ポスター発表を通じて、
今年度の⽬標である要件定義に向けた実りのある議
論ができた。 

 

(6) “ Synthetic Population for Real-Scale Social 

Simulations”（村⽥） 

本ポスターでは、2019 年度から毎年継続的に実施
している JHPCN の合成⼈⼝プロジェクトと HPCI

共⽤ストレージ、2020 年度から 2027 年度までを予
定している JST 未来社会創造事業における合成⼈⼝
データを⽤いたシミュレーション事例についての報
告を⾏った（図 12）。合成⼈⼝プロジェクトでは、
⼤阪⼤学サイバーメディアセンターの OCTOPUS を
⽤いて、⽇本の全世帯の仮想個票を合成するととも
に、北海道⼤学情報基盤センターのハイバフォーマ
ンスインタークラウドを⽤いてデータベースを構築
し、東京⼤学情報基盤センターと理化学研究所計算
科学研究センターの HPCI 共⽤ストレージを⽤いて
バックアップを確保している。 

 聴衆からは、合成する⼈⼝の規模についての質問
が寄せられ、⽇本の全⼈⼝ 1 億 2000 万⼈の全世帯を
2000 年、2005 年、2010 年、2015 年の国勢調査に基
づいて合成し、各年度 100 セットずつ合成している

ことを伝えると、⼤規模計算の必要性を感じてもら
うことができた。また、計算の⾼速化の可能性につ
いての質問も寄せられ、都道府県別の統計であるこ
とから、47 都道府県それぞれで分散の計算はできる
こと、最⼤は東京都の全市区町村の同時合成で、最
適化の精度をもっとも⾼めた場合には、4 ヶ⽉程度

かかることを伝えることができた。質疑を通して、
仮想的な個票データの必要性やそれを⽤いたシミュ
レーションの意義についてディスカッションするこ
とができた。 

 

情報通信機構 NICT での展⽰ 

さらに本年度は、情報通信機構 NICT の研究展⽰
ブ ー ス に お い て も 、 ポ ス タ ー (4) に 関 連 し た 

Red-ONION 実演を⾏った（図 13）。また本内容につ
いて、NRE シアターで展⽰内容の発表を⾏った（図
14）。 

図 11: ポスター説明を行う谷口（特任研究員）

図 13: 情報通信機構 NICT でのデモの様子 

NICT 展⽰者としてデモ実演を担当した⽚岡洋介⽒
（NEC） 

図 12: ポスター説明を行う村田（教授） 
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デモでは、NICT のブースに設置したサーバと⼤
阪⼤学に設置したサーバを、NICT が提供する⽇⽶
間の 100 Gbps のネットワーク回線を⽤いて接続し
た環境でデータ転送実験を⾏っている様⼦を⽰した。
サーバのハードウェア構成としては、多数の NVMe

ストレージと 100 Gbps の NIC を搭載した。これに
より、100 Gbps を超えるディスクアクセスと 100 

Gbps での通信を可能とした。サーバには、⾼速デー
タ転送ツールとして、HPC 分野におけるデータ転送
ツールとして広く⽤いられている GridFTP、XRootD、
Archaea の 3 つをインストールし、それらのツール
を⽤いて転送実験を⾏った。 

実験の結果、GridFTP と Archaea のツールを⽤い
て複数ファイルの同時転送で約 40Gbps の性能を観
測することができた。また、単⼀ファイルの転送に
おいてはさらに低く約 20 Gbps にとどまっており、
課題があることも確認できた。本原因を解析するた
めにディスクを⽤いないメモリ間転送で測定を⾏っ
たところ、両ツールにて 100 Gbps の速度を観測する
ことができた。このことからファイル I/O に課題が
あることも確認できた。なお、XRootD については
設定トラブルによって評価が実施できなかった。  

 NRE シアターでの発表は、本デモの内容と上記実
験の途中結果を報告した。 

 展⽰ブースやシアターの来訪者からは、測定⽅法
や、単⼀ファイル転送にて性能が出ない理由につい
て質問があり、議論を⾏った。また、データ転送技

術を開発している Northwestern ⼤学の Jim Chen ⽒や、
同じ NICT ブースにて展⽰を⾏っていた KDDI の担
当者と情報交換を実施し課題の共有をおこなった。 

 

3. おわりに 

 今年度の展⽰においても、⼤阪⼤学サイバーメ
ディアセンターの⼤規模計算機および可視化事業を
はじめとし、⾼性能計算・AI・ネットワーキングに
関する研究成果について欧⽶を中⼼とした 431 名の
来訪者にアウトリーチすることができた。来年度の
SC の開催は⽶国ジョージア州アトランタ市で同時
期に開催されるが、⼤阪⼤学サイバーメディアセン
ターのプレゼンス向上とともに、情報公開、アウト
リーチ活動にも引き続き尽⼒していきたいと考える。 

 関係各位には更なるご⽀援とご協⼒をお願いした
い。 

 

当⽇展⽰したポスターの PDF や、その他の
写真など、ここで紹介しきれなかった内容に
ついては下記ウェブページに掲載されてい
ます。こちらもぜひご覧ください： 

 

http://sc. cmc.osaka‐u.ac.jp/ 

図 14: NRE シアターで展示内容を発表する細見

（招へい准教授） 
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第 29 回スーパーコンピューティングコンテスト(SuperCon2023)報告および 

第 30 回スーパーコンピューティングコンテスト(SuperCon2024)告知 
 

大阪大学サイバーメディアセンター教授  吉野 元 

 

 

1. SuperCon2023 

  昨年 2023 年 8 月 21 日から 25 日までの 5 日間に

高校生･高専生を対象とする「スーパーコンピューテ

ィングコンテスト(SuperCon2023)」が行われました。

本年も引き続きコロナ禍にありながらもオンライン

にて本選を開催することができました。これに向け

て予選が行われ、18 チームが予選を通過しました。

その結果は下記 HP に掲載されております。通常は

西日本の上位 10 チーム、東日本の上位 10 チームを

選抜し、それぞれ大阪大学（阪大）と東京工業大学

（東工大）の会場に集まって本選が開催されていま

した。しかし、オンライン開催であるため東西区別

なく上位 18 チームが本選に参加する、ということに

なりました。 

 ここでは本選について説明いたします。このコン

テストは、2 名又は 3 名を 1 チームとする高校生・

高専生の参加者たちが、与えられた課題を解くプロ

グラムを 3 日間に渡って作成し、最終日にスーパー

コンピュータで実行して、解答の正確さや計算の速

さを競うもので、そのレベルの高さから、別名「電

脳甲子園」とも呼ばれています。過去の出場者が大

学進学後に国際大学対抗プログラミングコンテスト

で活躍するなど、次世代の情報科学を担う若手育成

にも貢献しており、2008 年度の文部科学大臣賞も受

賞しています。 

  1995 年の第 1 回から 2005 年の第 11 回までは東京

工業大学（東工大）学術国際情報センター(Global 

Scientific Information and Computing Center:GSIC)の

単独主催でしたが、2006 年の第 12 回からは大阪大

学（阪大）(Cybermedia Center:CMC)も共同主催して

います。予選に参加したチームの中から、富士川以

東 50Hz 地域からは 10 チームが、60Hz 地域からは

やはり 10 チームが参加します。東工大と阪大の二つ

の会場で同時に開催した年は、wiki やポリコムなど

で相互に交流し、開会式･表彰式などもポリコムを使

って二元中継で行ってきました。このコンテストは 

5 日間にも渡る合宿型で、実際にスーパーコンピュ

ータを高校生･高専生が使うことができるという、世

界的にも大変ユニークなものです。原則として毎年

交互に両大学のスーパーコンピュータを使います。

2007、2011 年は阪大 CMC の SX-8R が、2009 年は 

SX-9 が、2015 年、2017 年は SX-ACE が使われまし

た。2020 年の本選では SQUID が用いられる予定で

したが中止されました。その代わりに理化学研究所

のスーパーコンピュータ富嶽を使った臨時イベント

（富嶽チャレンジ）が開催されました。これを機に、

理研もスーパーコンピューティングコンテストに参

画することになり、2021 年、2022 年また 2023 年も

本選では富嶽が用いられました。これまでの wiki、

ポリコムに代わって discord、slack が相互交流に使わ

れ、開会式・表彰式、問題説明、チュートリアルな

どでは zoom が用いられました。 

 

2. 予選 

  2023 年の予選課題は 5 月 31 日に下記の SuperCon 

web に公表されました。この予選課題を解くプログ

ラムを作成し、6 月 16 日正午までにプログラムを含

む必要書類を添付してメールで申し込んでもらいま

した。予選問題は、スーパーコンピュータを使わな

くても学校や家庭にある普通のパソコンでも解ける

ような課題が出題されます。2023 年の予選課題は、

阪大の作成チームによる「地形推定問題」というも

のでした。これはでこぼこの地形をあるルールに従

って進む複数のハイカーのスタートおよびゴール地

点の情報が与えられ、それから逆に地形を推定する

という問題です。これを含め、過去の予選課題、本

選課題は SuperCon web に全て掲載されています。

また、参加者が 2 名以上集まらない人のために、希
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望者には「認定証」も発行しています。予選課題を

正確に解くプログラムが書けたら、「SuperCon 1 級」

が認定されます。問題のレベルに応じて 2 級と 3 級

もあります。 

 

3. 本選 

本選の初日は開会式で参加チームの紹介、本選課

題の発表、 攻略法の解説がありました。本選課題は

東工大の作成チームによる「最近点対探索」という

問題でした。２次元空間に分布した点の中で最も距

離の近いペアを見つけるという問題で、様々な実際

の科学技術計算で遭遇する問題です。実際の本選で

は、課題に取り組む前に、富嶽スーパーコンピュー

タ、また OpenMP/MPI を用いた並列プログラミング

関するオリエンテーションと講義が行われ、 チーム

ごとに本選課題を解くためのプログラム設計に入り

ました。そして、本選 2 日目から 4 日目の午前中ま

ではチームごとにプログラムを作成しました。大学

生･大学院生、スタッフがチューターとしてバグ取り

などを手伝いましたが、課題そのものに関する助言

はしません。最終日の成果発表会、表彰式の後には

オンライン懇親会も行われました。本高校生･高専生

の参加者たちと、両大学の教員、学生チューターた

ちが、プログラミングや大学について語らう大切な

時間となっています。 

 

4. SuperCon 2024 の告知 

  2024 年は 8 月 19 日（月）から 23 日（金）までの

5 日間での開催を予定しています。今年度もオンラ

イン開催となります。新型コロナなどのパンデミッ

クは現時点で起こっておりませんが、オンライン開

催の方が全国の高校生にとって参加しやすいなどの

メリットが大きいことが昨年度までの実施経験から

わかりオンライン開催とした次第です。予選課題は

5 月 19 日に公表、課題提出〆切は 6 月 14 日正午で

す。今回は、阪大 CMC のスパコン、SQUID を使用

する予定です。しばらく理研の富嶽を用いる年が続

いておりましたので阪大 CMC のスパコンを使用す

るのは久しぶりとなります。本年もチャレンジする

高校生・高専生、引率の先生方など参加者の皆さん

に喜んでいただけるよう様々な工夫を凝らそうと関

係者一同考えています。本稿が皆様のお目に触れる

ときには既にスケジュールが進行しているかもしれ

ませんが、もしも可能ならば皆様もお知り合いの高

校生に SuperCon2024 というものがあり、大変に楽

しい行事であることを呼びかけてください。また、

来年以降、すなわち SuperCon2025 以降への参加、お

申し込みをご検討頂ければ幸いです。 

 

5. Web 

http://www.gsic.titech.ac.jp/supercon/ がコンテスト

ページです。ぜひ一度御覧ください。 
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大規模計算機システム利用者講習会等の紹介 
 

大阪大学サイバーメディアセンター教授  降籏 大介 

 

1. 概要 

サイバーメディアセンターの教職員をはじめ、大

阪大学の大規模計算機システムの運営、開発、支援

に関わっている関係者は、システムをユーザにより

有効に活用していただくために何が出来るかを日々

考えています。たとえばその一端として、マニュア

ル・ドキュメント類を充実させること、ユーザから

の質問をメールなどで受け付け適切に返答するため

の仕組みの構築と維持、それらを明文化するための 

web にける FAQ の整備などの活動を行っています。 

そうした活動の中でもわれわれが重要と考えてい

るのが、ここで紹介する web 等による利用者への情

報提供(システムの紹介や利用の手引等)と利用者講

習会です。Web による情報提供は場所も時間も制限

しませんのでユーザの皆様にいつでも使っていただ

け、非常に有益であると思います。そして、利用者

講習会は計算機ユーザへ知識を伝える場だというだ

けでなく、その場での質問などを通じてユーザと直

接やりとり出来る場でもあり、大変貴重な機会です。

そのため利用者講習会にはしばしば、大規模計算機

システムの運営・開発・管理・支援などを行ってい

る関係者が立ち会います。本稿ではこの利用者講習

会について皆様にご紹介いたしましょう。 

これら講習会の内容は、スーパーコンピュータの

OS である Unix 環境やプログラム投入のためのバ

ッチシステム、ハードウェアについての概要説明と

いった入門的内容から、大規模計算を行う近年のユ

ーザにとって重要な並列計算の基礎、OpenMP、MPI

などの並列計算通信プロトコルの概要から SQUID

が誇る特有のハードウェアであるベクトルプロセッ

サ SX-Aurora TSUBASA を用いる高速化技法、GPU

を使いこなすための OpenACC についてのプログ

ラミング技法の詳細、 intel コンパイラに関する詳し

い解説、昨今のデータ志向型研究へ対応可能な大阪

大学のストレージシステム ONION の利用の仕方、

スーパーコンピュータ上のコンテナ利用講習会、

KKR グリーン関数法を用いた第一原理計算プログ

ラム AkaiKKR、密度汎関数法に基づくアプリケー

ションである PHASE/0 といった専門家用の特殊な

ソフトウェア等々、多岐にわたります。こうした内

容はユーザの要望に沿って、計画されています。詳

しくは次ページに掲載しております表に掲載してお

りますが、大規模計算機の利用者だけではなく、学

生、教員、研究者を幅広く対象とし、年に 20 回程

度開催しております（2023 年度は 21 回開催いたし

ました）。これらについては、より詳細な情報をサイ

バーメディアセンター大規模計算機システムの web 

において掲載しておりますので、ぜひご参照くださ

い。 

2. 多忙な方も参加しやすく 

近年、学生も研究者も大変に多忙です。これをう

けて、一部の講習会は年に 2 回、ほぼ同じ内容の講

習会を時期をずらして開催するように工夫していま

す。実際には、5 月から 6 月後半と 9 月頭～12 月頃

に開催しています。これは、「学期始まりや学期末の

時期は外して欲しい」「あまり遅い時期では、学生の

研究開始に間に合わない」などのユーザの声を反映

したもので、なるべく多くのユーザが参加できるよ

うに、また、講習会の受講が意義あるものになるよ

うにと配慮した結果です。また、これまで現場での

開催のみだった講習会にも 2019 年よりその一部に

ついてオンライン配信を開始し、ユーザがより参加

しやすいような形へと拡張しています。このように

オンライン配信を導入していたため、2023 年も無事

にすべての利用者講習会をオンラインにて実施する

ことができました。 

また、AkaiKKR、PHASE/0 などの研究者用専門ソ

フトウェアの講習会では講師を確保しにくいという

問題がありますが、われわれは一般財団高度情報科

学技術研究機構、株式会社アカデメイア様、PHASE
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システム研究会、国立研究開発法人物質・材料研究

機構、株式会社アスムス様と協力して講師を確保す

るなどして、こうした専門家向けソフトウェアの講

習会を開催しています。こうした努力の甲斐あって

か、これまでに各講習会ともに一定数のユーザの参

加をいただいており、講習会をユーザの皆様に役立

てていただいていると考えています。 

 

3. 初学者にも優しく 

未参加の方にとって、こうした講習会は敷居が高

いと思われがちです。しかし、先に述べたように初

学者も講習会の対象で、2023 年の 21 回の講習会の

うちおおよそ 1/4 ほどは初学者が対象の内容のも

のです。 

具体的には、OS である Unix の簡単な操作方法

の解説や、スーパーコンピュータのハードウェアの

概要説明、細かい技法の説明の前に必要となる並列

計算の概念の説明、バッチシステムの解説、そして

コンパイラの説明などからなります。スーパーコン

ピュータを使うユーザというと、こうした知識やプ

ログラミング技法について通じた大変なプロフェッ

ショナルばかりと想像されることもありますが、も

ちろんそれは違います。どなたも「最初は初心者」

です。そして、細かい技術についてのマニュアルは

豊富に見つかっても基礎的な概念や手法については

なかなか良い資料・ドキュメント類が見つからない

ということは珍しくないのです。 

われわれサイバーメディアセンターでは、こうし

た点を補い、より広い分野・方面の方にユーザとし

てシステムを使ってもらうべく、常に初学者に優し

くありたいと考え、講習会をこのような構成にして

います。 

 

4. プロフェッショナルな方も 

もちろん、われわれは初学者ばかりでなくプロフ

ェッショナルなユーザへの支援も怠っておりません。

各種の専門的な内容について、多くの講習会を計画

し、そして実施しています。 

大阪大学の誇る大規模計算機である SQUID を利

用しての講習会、近年の並列計算プログラミングに

必須である OpenMP や MPI についての講習会、

GPU プログラミングに必要な OpenACC の講習会

や SQUID に搭載されているベクトルプロセッサ 

SX-Aurora TSUBASA の講習会、CPU ノードにおけ

る高速化技法の講習会，近代型データストレージシ

ステム ONION の講習会、そして、第一原理計算

プログラム  AkaiKKR や密度汎関数法に基づく 

PHASE/0 の講習会も行っています。また、一部の

講習会は、無料配布アカウントを用いて大規模計算

機システムそのものを実際に使って行う実習形式

をとっており、微細な部分に至るまで具体的な体験

を得られ、現実的な議論を行うことが出来る機会と

してもユーザの皆様にご利用いただいております。 

 

5. ぜひご参加され、そしてフィードバックを 

  講習会の情報については、われわれサイバーメデ

ィアセンターの web  

http://www.hpc.cmc.osaka-u.ac.jp/lecture_event/lecture/ 

にて常に公開しております。情報は随時更新してお

りますので、ぜひ頻繁にご覧になり、ご興味のある

講習会に積極的にご参加ください。皆様のご参加を

常に歓迎いたします。 

また、大規模計算機のハードウェア、ソフトウェ

ア、そしてユーザの使い方といったものは日々変化

していくものです。上記に述べたように様々な工夫

や努力を通じて開催している講習会ではありますが、

こうした変化に合わせ、講習会のありかたも変化、

進歩していく必要があります。そして、それにはユ

ーザの方々からいただく意見がなにより重要です。

そのフィードバックの先により良い講習会の実現が

あるのです。ユーザの皆様におかれましては、遠慮

をせずに、いつでも構いませんので、講習会につい

ての要望をぜひサイバーメディアセンターまでお聞

かせください。 

  

158



2024 年度 大規模計算機システム利用講習会 
 
 
 

 講習会名 開催⽇時 講師 

1 スパコンに通じる 
並列プログラミングの基礎 

6 ⽉ 3 ⽇ 
9 ⽉開催予定 

サイバーメディアセンター 
宮武 勇登 准教授 

2 初めてのスパコン 6 ⽉ 6 ⽇ 
9 ⽉開催予定 

サイバーメディアセンター 
⽊⼾ 善之 招へい教授 
情報基盤課 技術職員 

3 OpenMP ⼊⾨ 6 ⽉ 12 ⽇ サイバーメディアセンター 
 吉野 元 教授 

4 並列プログラミング⼊⾨ 
(OpenMP/MPI) 6 ⽉ 17 ⽇ ⽇本電気株式会社 

5 スーパーコンピュータ  
バッチシステム⼊⾨ / 応⽤ 6 ⽉ 18 ⽇ ⽇本電気株式会社 

6 SX-Aurora TSUBASA 
⾼速化技法の基礎 6 ⽉ 24 ⽇ ⽇本電気株式会社 

7 ONION 活⽤講習会 6 ⽉ 26 ⽇ ⽇本電気株式会社 

8 コンテナ⼊⾨ 6 ⽉ 28 ⽇ ⽇本電気株式会社 

9 汎⽤ CPU ノード⾼速化技法の
基礎（Intel コンパイラ） 7 ⽉ 9 ⽇ エクセルソフト株式会社(予定) 

10 GPU プログラミング⼊⾨ 
（OpenACC） 調整中 プロメテック・ソフトウェア株式会社 

(予定) 

11 GPU プログラミング実践 
（OpenACC） 調整中 プロメテック・ソフトウェア株式会社 

(予定) 

※全てオンラインでの開催 
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2023 年度 ⼤規模計算機システム利⽤講習会 アンケート集計結果 

  

◆受講者数（すべてオンラインで開催） 
講習会名 申込者数 受講者数 

スパコンに通じる並列プログラミングの基礎 (5/31) 44 38 

初めてのスパコン (6/5) 31 27 

OpenMP ⼊⾨ (6/8) 16 14 

スーパーコンピュータ バッチシステム⼊⾨・応⽤ (6/14) 9 5 

ONION 活⽤講習会 (6/16) 8 7 

汎⽤ CPU ノード ⾼速化技法の基礎 (6/22) 10 4 

並列プログラミング⼊⾨(OpenMP・MPI) (6/23) 9 5 

GPU プログラミング⼊⾨（OpenACC） (6/27) 17 16 

初めてのスパコン (9/1) 22 19 

スパコンに通じる並列プログラミングの基礎 (9/4) 18 10 

SX-Aurora TSUBASA ⾼速化技法の基礎 (9/19) 7 6 

ONION-object ⼊⾨ (9/20) 3 3 

コンテナ⼊⾨ (9/22) 12 11 

並列プログラミング⼊⾨(OpenMP・MPI) (9/25) 5 3 

汎⽤ CPU ノード ⾼速化技法の基礎 (9/27) 8 6 

スーパーコンピュータ バッチシステム⼊⾨・応⽤ (9/29) 12 10 

GPU プログラミング⼊⾨（OpenACC） (10/3) 13 11 

GPU プログラミング実践（OpenACC） (10/13) 7 4 

合計 251 199 
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◆受講者の内訳 
 
 

 
 
 
 
 
◆講習会についてどのようにお知りになりましたか。（複数回答可） 
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◆開催⽇は適当でしたか。 

 
 
 
◆講習会の時間は適当でしたか。 
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ス パ コ ン に 通 じ る 並 列 プ ロ グ ラ ミ ン グ の 基 礎 ( 5 / 3 1 )
初 め て の ス パ コ ン ( 6 / 5 )

O P E N M P ⼊ ⾨ ( 6 / 8 )
バ ッ チ シ ス テ ム ⼊ ⾨ ・ 応 ⽤ ( 6 / 1 4 )

O N I O N 活 ⽤ 講 習 会 ( 6 / 1 6 )
汎 ⽤ C P U ノ ー ド ⾼ 速 化 技 法 の 基 礎 ( 6 / 2 2 )

並 列 プ ロ グ ラ ミ ン グ ⼊ ⾨ ( O P E N M P ・ M P I )  ( 6 / 2 3 )
G P U プ ロ グ ラ ミ ン グ ⼊ ⾨ （ O P E N A C C ） ( 6 / 2 7 )

初 め て の ス パ コ ン ( 9 / 1 )
ス パ コ ン に 通 じ る 並 列 プ ロ グ ラ ミ ン グ の 基 礎 ( 9 / 4 )

S X - A U R O R A  T S U B A S A  ⾼ 速 化 技 法 の 基 礎 ( 9 / 1 9 )
O N I O N - O B J E C T ⼊ ⾨ ( 9 / 2 0 )

コ ン テ ナ ⼊ ⾨ ( 9 / 2 2 )
並 列 プ ロ グ ラ ミ ン グ ⼊ ⾨ ( O P E N M P ・ M P I )  ( 9 / 2 5 )

汎 ⽤ C P U ノ ー ド ⾼ 速 化 技 法 の 基 礎 ( 9 / 2 7 )
バ ッ チ シ ス テ ム ⼊ ⾨ ・ 応 ⽤ ( 9 / 2 9 )

G P U プ ロ グ ラ ミ ン グ ⼊ ⾨ （ O P E N A C C ） ( 1 0 / 3 )
G P U プ ロ グ ラ ミ ン グ 実 践 （ O P E N A C C ） ( 1 0 / 1 3 )
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G P U プ ロ グ ラ ミ ン グ ⼊ ⾨ （ O P E N A C C ） ( 1 0 / 3 )
G P U プ ロ グ ラ ミ ン グ 実 践 （ O P E N A C C ） ( 1 0 / 1 3 )
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◆今回の講習会の⾳声はいいかがでしたか。 

 
 
 
◆講習会の内容はどうでしたか。 
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1
1

ス パ コ ン に 通 じ る 並 列 プ ロ グ ラ ミ ン グ の 基 礎 ( 5 / 3 1 )
初 め て の ス パ コ ン ( 6 / 5 )

O P E N M P ⼊ ⾨ ( 6 / 8 )
バ ッ チ シ ス テ ム ⼊ ⾨ ・ 応 ⽤ ( 6 / 1 4 )

O N I O N 活 ⽤ 講 習 会 ( 6 / 1 6 )
汎 ⽤ C P U ノ ー ド ⾼ 速 化 技 法 の 基 礎 ( 6 / 2 2 )

並 列 プ ロ グ ラ ミ ン グ ⼊ ⾨ ( O P E N M P ・ M P I )  ( 6 / 2 3 )
G P U プ ロ グ ラ ミ ン グ ⼊ ⾨ （ O P E N A C C ） ( 6 / 2 7 )

初 め て の ス パ コ ン ( 9 / 1 )
ス パ コ ン に 通 じ る 並 列 プ ロ グ ラ ミ ン グ の 基 礎 ( 9 / 4 )

S X - A U R O R A  T S U B A S A  ⾼ 速 化 技 法 の 基 礎 ( 9 / 1 9 )
O N I O N - O B J E C T ⼊ ⾨ ( 9 / 2 0 )

コ ン テ ナ ⼊ ⾨ ( 9 / 2 2 )
並 列 プ ロ グ ラ ミ ン グ ⼊ ⾨ ( O P E N M P ・ M P I )  ( 9 / 2 5 )

汎 ⽤ C P U ノ ー ド ⾼ 速 化 技 法 の 基 礎 ( 9 / 2 7 )
バ ッ チ シ ス テ ム ⼊ ⾨ ・ 応 ⽤ ( 9 / 2 9 )

G P U プ ロ グ ラ ミ ン グ ⼊ ⾨ （ O P E N A C C ） ( 1 0 / 3 )
G P U プ ロ グ ラ ミ ン グ 実 践 （ O P E N A C C ） ( 1 0 / 1 3 )
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難しい
やや難しい
ちょうど良い
やや易しい
易しい
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◆講習会で取り扱った内容量はどうでしたか。 

 
 
 
◆講師の進め⽅はどうでしたか。 
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ス パ コ ン に 通 じ る 並 列 プ ロ グ ラ ミ ン グ の 基 礎 ( 5 / 3 1 )
初 め て の ス パ コ ン ( 6 / 5 )

O P E N M P ⼊ ⾨ ( 6 / 8 )
バ ッ チ シ ス テ ム ⼊ ⾨ ・ 応 ⽤ ( 6 / 1 4 )

O N I O N 活 ⽤ 講 習 会 ( 6 / 1 6 )
汎 ⽤ C P U ノ ー ド ⾼ 速 化 技 法 の 基 礎 ( 6 / 2 2 )

並 列 プ ロ グ ラ ミ ン グ ⼊ ⾨ ( O P E N M P ・ M P I )  ( 6 / 2 3 )
G P U プ ロ グ ラ ミ ン グ ⼊ ⾨ （ O P E N A C C ） ( 6 / 2 7 )

初 め て の ス パ コ ン ( 9 / 1 )
ス パ コ ン に 通 じ る 並 列 プ ロ グ ラ ミ ン グ の 基 礎 ( 9 / 4 )

S X - A U R O R A  T S U B A S A  ⾼ 速 化 技 法 の 基 礎 ( 9 / 1 9 )
O N I O N - O B J E C T ⼊ ⾨ ( 9 / 2 0 )

コ ン テ ナ ⼊ ⾨ ( 9 / 2 2 )
並 列 プ ロ グ ラ ミ ン グ ⼊ ⾨ ( O P E N M P ・ M P I )  ( 9 / 2 5 )

汎 ⽤ C P U ノ ー ド ⾼ 速 化 技 法 の 基 礎 ( 9 / 2 7 )
バ ッ チ シ ス テ ム ⼊ ⾨ ・ 応 ⽤ ( 9 / 2 9 )

G P U プ ロ グ ラ ミ ン グ ⼊ ⾨ （ O P E N A C C ） ( 1 0 / 3 )
G P U プ ロ グ ラ ミ ン グ 実 践 （ O P E N A C C ） ( 1 0 / 1 3 )
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⾮常に多い
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ス パ コ ン に 通 じ る 並 列 プ ロ グ ラ ミ ン グ の 基 礎 ( 5 / 3 1 )
初 め て の ス パ コ ン ( 6 / 5 )

O P E N M P ⼊ ⾨ ( 6 / 8 )
バ ッ チ シ ス テ ム ⼊ ⾨ ・ 応 ⽤ ( 6 / 1 4 )

O N I O N 活 ⽤ 講 習 会 ( 6 / 1 6 )
汎 ⽤ C P U ノ ー ド ⾼ 速 化 技 法 の 基 礎 ( 6 / 2 2 )

並 列 プ ロ グ ラ ミ ン グ ⼊ ⾨ ( O P E N M P ・ M P I )  ( 6 / 2 3 )
G P U プ ロ グ ラ ミ ン グ ⼊ ⾨ （ O P E N A C C ） ( 6 / 2 7 )

初 め て の ス パ コ ン ( 9 / 1 )
ス パ コ ン に 通 じ る 並 列 プ ロ グ ラ ミ ン グ の 基 礎 ( 9 / 4 )

S X - A U R O R A  T S U B A S A  ⾼ 速 化 技 法 の 基 礎 ( 9 / 1 9 )
O N I O N - O B J E C T ⼊ ⾨ ( 9 / 2 0 )

コ ン テ ナ ⼊ ⾨ ( 9 / 2 2 )
並 列 プ ロ グ ラ ミ ン グ ⼊ ⾨ ( O P E N M P ・ M P I )  ( 9 / 2 5 )

汎 ⽤ C P U ノ ー ド ⾼ 速 化 技 法 の 基 礎 ( 9 / 2 7 )
バ ッ チ シ ス テ ム ⼊ ⾨ ・ 応 ⽤ ( 9 / 2 9 )

G P U プ ロ グ ラ ミ ン グ ⼊ ⾨ （ O P E N A C C ） ( 1 0 / 3 )
G P U プ ロ グ ラ ミ ン グ 実 践 （ O P E N A C C ） ( 1 0 / 1 3 )
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速い
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普通
やや遅い
遅い
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◆満⾜度は？ 

 
 
 

◆講習会の資料はどうでしたか。 
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ス パ コ ン に 通 じ る 並 列 プ ロ グ ラ ミ ン グ の 基 礎 ( 5 / 3 1 )
初 め て の ス パ コ ン ( 6 / 5 )

O P E N M P ⼊ ⾨ ( 6 / 8 )
バ ッ チ シ ス テ ム ⼊ ⾨ ・ 応 ⽤ ( 6 / 1 4 )

O N I O N 活 ⽤ 講 習 会 ( 6 / 1 6 )
汎 ⽤ C P U ノ ー ド ⾼ 速 化 技 法 の 基 礎 ( 6 / 2 2 )

並 列 プ ロ グ ラ ミ ン グ ⼊ ⾨ ( O P E N M P ・ M P I )  ( 6 / 2 3 )
G P U プ ロ グ ラ ミ ン グ ⼊ ⾨ （ O P E N A C C ） ( 6 / 2 7 )

初 め て の ス パ コ ン ( 9 / 1 )
ス パ コ ン に 通 じ る 並 列 プ ロ グ ラ ミ ン グ の 基 礎 ( 9 / 4 )

S X - A U R O R A  T S U B A S A  ⾼ 速 化 技 法 の 基 礎 ( 9 / 1 9 )
O N I O N - O B J E C T ⼊ ⾨ ( 9 / 2 0 )

コ ン テ ナ ⼊ ⾨ ( 9 / 2 2 )
並 列 プ ロ グ ラ ミ ン グ ⼊ ⾨ ( O P E N M P ・ M P I )  ( 9 / 2 5 )

汎 ⽤ C P U ノ ー ド ⾼ 速 化 技 法 の 基 礎 ( 9 / 2 7 )
バ ッ チ シ ス テ ム ⼊ ⾨ ・ 応 ⽤ ( 9 / 2 9 )

G P U プ ロ グ ラ ミ ン グ ⼊ ⾨ （ O P E N A C C ） ( 1 0 / 3 )
G P U プ ロ グ ラ ミ ン グ 実 践 （ O P E N A C C ） ( 1 0 / 1 3 )
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ス パ コ ン に 通 じ る 並 列 プ ロ グ ラ ミ ン グ の 基 礎 …
初 め て の ス パ コ ン ( 6 / 5 )

O P E N M P ⼊ ⾨ ( 6 / 8 )
バ ッ チ シ ス テ ム ⼊ ⾨ ・ 応 ⽤ ( 6 / 1 4 )

O N I O N 活 ⽤ 講 習 会 ( 6 / 1 6 )
汎 ⽤ C P U ノ ー ド ⾼ 速 化 技 法 の 基 礎 ( 6 / 2 2 )

並 列 プ ロ グ ラ ミ ン グ ⼊ ⾨ ( O P E N M P ・ M P I )  ( 6 / 2 3 )
G P U プ ロ グ ラ ミ ン グ ⼊ ⾨ （ O P E N A C C ） ( 6 / 2 7 )

初 め て の ス パ コ ン ( 9 / 1 )
ス パ コ ン に 通 じ る 並 列 プ ロ グ ラ ミ ン グ の 基 礎 ( 9 / 4 )

S X - A U R O R A  T S U B A S A  ⾼ 速 化 技 法 の 基 礎 ( 9 / 1 9 )
O N I O N - O B J E C T ⼊ ⾨ ( 9 / 2 0 )

コ ン テ ナ ⼊ ⾨ ( 9 / 2 2 )
並 列 プ ロ グ ラ ミ ン グ ⼊ ⾨ ( O P E N M P ・ M P I )  ( 9 / 2 5 )

汎 ⽤ C P U ノ ー ド ⾼ 速 化 技 法 の 基 礎 ( 9 / 2 7 )
バ ッ チ シ ス テ ム ⼊ ⾨ ・ 応 ⽤ ( 9 / 2 9 )

G P U プ ロ グ ラ ミ ン グ ⼊ ⾨ （ O P E N A C C ） ( 1 0 / 3 )
G P U プ ロ グ ラ ミ ン グ 実 践 （ O P E N A C C ） ( 1 0 / 1 3 )
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⾮常にわかりやすい
わかりやすい
ちょうど良い
わかりにくい
⾮常にわかりづらい
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◆皆さんの今後の研究・業務・勉学に役⽴つと思いますか。 

 
 
 
◆他の情報基盤センター等も含め、これまでにスーパーコンピュータを利⽤したことがありますか。 
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ス パ コ ン に 通 じ る 並 列 プ ロ グ ラ ミ ン グ の 基 礎 …
初 め て の ス パ コ ン ( 6 / 5 )

O P E N M P ⼊ ⾨ ( 6 / 8 )
バ ッ チ シ ス テ ム ⼊ ⾨ ・ 応 ⽤ ( 6 / 1 4 )

O N I O N 活 ⽤ 講 習 会 ( 6 / 1 6 )
汎 ⽤ C P U ノ ー ド ⾼ 速 化 技 法 の 基 礎 ( 6 / 2 2 )

並 列 プ ロ グ ラ ミ ン グ ⼊ ⾨ ( O P E N M P ・ M P I )  ( 6 / 2 3 )
G P U プ ロ グ ラ ミ ン グ ⼊ ⾨ （ O P E N A C C ） ( 6 / 2 7 )

初 め て の ス パ コ ン ( 9 / 1 )
ス パ コ ン に 通 じ る 並 列 プ ロ グ ラ ミ ン グ の 基 礎 ( 9 / 4 )

S X - A U R O R A  T S U B A S A  ⾼ 速 化 技 法 の 基 礎 ( 9 / 1 9 )
O N I O N - O B J E C T ⼊ ⾨ ( 9 / 2 0 )

コ ン テ ナ ⼊ ⾨ ( 9 / 2 2 )
並 列 プ ロ グ ラ ミ ン グ ⼊ ⾨ ( O P E N M P ・ M P I )  ( 9 / 2 5 )

汎 ⽤ C P U ノ ー ド ⾼ 速 化 技 法 の 基 礎 ( 9 / 2 7 )
バ ッ チ シ ス テ ム ⼊ ⾨ ・ 応 ⽤ ( 9 / 2 9 )

G P U プ ロ グ ラ ミ ン グ ⼊ ⾨ （ O P E N A C C ） ( 1 0 / 3 )
G P U プ ロ グ ラ ミ ン グ 実 践 （ O P E N A C C ） ( 1 0 / 1 3 )
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ス パ コ ン に 通 じ る 並 列 プ ロ グ ラ ミ ン グ の 基 礎 …
初 め て の ス パ コ ン ( 6 / 5 )

O P E N M P ⼊ ⾨ ( 6 / 8 )
バ ッ チ シ ス テ ム ⼊ ⾨ ・ 応 ⽤ ( 6 / 1 4 )

O N I O N 活 ⽤ 講 習 会 ( 6 / 1 6 )
汎 ⽤ C P U ノ ー ド ⾼ 速 化 技 法 の 基 礎 ( 6 / 2 2 )

並 列 プ ロ グ ラ ミ ン グ ⼊ ⾨ ( O P E N M P ・ M P I )  ( 6 / 2 3 )
G P U プ ロ グ ラ ミ ン グ ⼊ ⾨ （ O P E N A C C ） ( 6 / 2 7 )

初 め て の ス パ コ ン ( 9 / 1 )
ス パ コ ン に 通 じ る 並 列 プ ロ グ ラ ミ ン グ の 基 礎 ( 9 / 4 )

S X - A U R O R A  T S U B A S A  ⾼ 速 化 技 法 の 基 礎 ( 9 / 1 9 )
O N I O N - O B J E C T ⼊ ⾨ ( 9 / 2 0 )

コ ン テ ナ ⼊ ⾨ ( 9 / 2 2 )
並 列 プ ロ グ ラ ミ ン グ ⼊ ⾨ ( O P E N M P ・ M P I )  ( 9 / 2 5 )

汎 ⽤ C P U ノ ー ド ⾼ 速 化 技 法 の 基 礎 ( 9 / 2 7 )
バ ッ チ シ ス テ ム ⼊ ⾨ ・ 応 ⽤ ( 9 / 2 9 )

G P U プ ロ グ ラ ミ ン グ ⼊ ⾨ （ O P E N A C C ） ( 1 0 / 3 )
G P U プ ロ グ ラ ミ ン グ 実 践 （ O P E N A C C ） ( 1 0 / 1 3 )
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◆「ある」と回答された⽅の利⽤⽅法 

 
 
 
◆サイバーメディアセンターの⼤規模計算機システムの利⽤を希望されますか。 

 

38 7

プログラムの実⾏ アプリケーション利⽤

利⽤中
41%

利⽤したい
21%

検討中
23%

利⽤しない
15%
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2024 年度「HPCI 利用」の活動状況 
 

HPCI(High Performance Computing Infrastructure)システムは、個別の計算資源提供機関ごとに分断されがち

な全国の幅広いハイパフォーマンスコンピューティング（HPC）ユーザ層が全国の HPC リソースを効率よく

利用できる体制と仕組みを整備し提供することを目的として構築され、2012 年 10 月より運用開始しました。

北海道大学、東北大学、筑波大学、東京大学、東京工業大学、名古屋大学、京都大学、大阪大学、九州大学の

各情報基盤センター、及び理化学研究所、海洋研究開発機構、統計数理研究所が資源提供機関となり、計算

機資源や、共有ストレージ、ネットワーク、認証基盤、可視化装置等といったシステムを、中立・公正で科

学的・技術的・社会的根拠に基づき配分・提供しています。 

 
 
本センターの計算機資源を利用する 2024 年度 HPCI 採択課題一覧  

利用枠 研究課題名 

⼀般課題 柔軟構造⼤気突⼊機の流体構造連成解析と動的モード分解 

⼀般課題 星形成と惑星形成分野を横断する⼤規模数値シミュレーション 

⼀般課題 内部⾃由度に富んだ格⼦理論に対するテンソルネットワーク法の開発と応⽤ 

⼀般課題 量⼦スキルミオンの⾮平衡ダイナミクス 

⼀般課題 ⽔中⾼分⼦ゲルネットワークのナノ⼒学分⼦論の機械学習援⽤解析 

⼀般課題 ⼀般化数理モデルに基づく乱流燃焼 LES による実機ガスタービン燃焼器シミュレーション
の実証解析 

⼀般課題 超⾼速 QM/MM 計算の開発と⽣体化学反応の⾃由エネルギー計算への応⽤ 

⼀般課題 機能性タンパク質デザインの「省データ」化にむけたタンパク質⾔語モデルと分⼦シミュ
レーションの融合 

⼀般課題 ⼤規模並列計算による微⼩系気体中の⾮平衡輸送の分⼦気体⼒学的研究 

⼀般課題 疾患関連タンパク質のインタラクトームを予測し、発症のメカニズムを探る 

⼀般課題 潤滑油中の添加剤および増稠剤の⾃⼰組織化解析 

⼀般課題 フラグメント分⼦軌道法による構造⽣物学と量⼦化学の連携基盤の構築 

⼀般課題 アモルファスカーボンの表⾯構造とトライボロジー特性の相関に関する研究 

⼀般課題 クリーン燃料の燃焼に対する詳細化学反応モデルを使⽤した爆轟特性の詳細数値解析 

⼀般課題 宇宙論的流体シミュレーションデータベースの構築と観測的宇宙論 

⼀般課題 カーボンニュートラル実現に向けた⾰新的ナノコンポジット材料の創成技術 

⼀般課題 第⼀原理計算を⽤いた⾮調和フォノン特性データベースの構築 

若⼿課題 Turbulent mixing enhancement in flexible canopy flows 

若⼿課題 溶液成分調整によるポリマー表⾯への⼩タンパク質吸着抑制 

産業課題 複数精神疾患の診断・治療に向けた 4D 脳機能画像 Deep Learning 解析 
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2024 年度「学際大規模情報基盤共同利用・共同研究拠点」の活動状況 
 

「学際大規模情報基盤共同利用・共同研究拠点」は、北海道大学、東北大学、東京大学、東京工業大学、

名古屋大学、京都大学、大阪大学、九州大学にそれぞれ附置するスーパーコンピュータを持つ 8 つの共同利

用の施設を構成拠点とし、東京大学情報基盤センターがその中核拠点として機能する「ネットワーク型」共

同利用・共同研究拠点として、文部科学省の認可を受け、平成 22 年 4 月より本格的に活動を開始しました。 

本ネットワーク型拠点の目的は、超大規模計算機と大容量のストレージおよびネットワークなどの情報基

盤を用いて、地球環境、エネルギー、物質材料、ゲノム情報、Web データ、学術情報、センサーネットワー

クからの時系列データ、映像データ、プログラム解析、その他情報処理一般の分野における、これまでに解

決や解明が極めて困難とされてきた、いわゆるグランドチャレンジ的な問題について、学際的な共同利用・

共同研究を実施することにより、我が国の学術・研究基盤の更なる高度化と恒常的な発展に資することにあ

ります。本ネットワーク型拠点には上記の分野における多数の先導的研究者が在籍しており、これらの研究

者との共同研究によって、研究テーマの一層の発展が期待できます。 

2024 年度の課題募集には合計 77 課題が採択されました。このうち以下の 13 課題が本センターの計算機資

源を利用することになっています。 

 

課題代表者 研究課題名 

山口 雅也 様 
（大阪大学 大学院歯学研究科） 

大規模比較ゲノム解析による病原細菌の進化と病態発症機構の
解明 

髙田 滋 様 
（京都大学） 

分子気体力学解析コードの GPU 実装と相分離現象シミュレーシ
ョン 

村上 匡且 様 
（大阪大学 レーザー科学研究所） 

マイクロトロイダルによるプロトン・ボロン磁場核融合の３次元
シミュレーション 

松崎 義孝 様 
（海上・港湾・航空技術研究所） 

流動生態系シミュレーションシステムによる水環境評価のため
の標準化プラットフォーム構築 

森田 直樹 様 
（筑波大学） 

グラフ構造で一般化された静的負荷分散フレームワークに基づ
くマルチスケールシミュレータの開発 

関口 宗男 様 
（国士舘大学） 

2(+1)フレーバー格子 QCD による複合粒子の質量生成機構の研究 

高棹 真介 様 
（大阪大学 大学院理学研究科） 

現実的な原始惑星系円盤のガス散逸シナリオ構築に向けた多角
的アプローチ 

森川 良忠 様 
（大阪大学 大学院工学研究科） 

The Elucidation of Non-equilibrium States of Catalysis by 
Machine Learning Aided Atomic Simulations 

南里 豪志 様 
（九州大学） 

Study on the real effect of non-blocking collective 
communications 

佐藤 正寛 様 
（東京大学） 

環境循環型社会の実現に向けたポリマーインフォマティクスの
データ基盤構築 

村田 忠彦 様 
（大阪大学 サイバーメディアセンター） 

合成人口プロジェクト：合成人口データへの従業地属性の追加 

芝 隼人 様 
（兵庫県立大学） 

グラフニューラルネットワークと生成モデルを用いた非晶質系
動力学予測システム開発 

塙 敏博 様 

（東京大学） 
Energy Efficient Operation for Supercomputer Systems 
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2023 年度 大規模計算機システム公募型利用制度 
（追加募集）の活動状況 

 
大阪大学サイバーメディアセンターでは、大規模計算機システムを活用する研究開発の育成・高度化支援

の観点から、本センターが参画する「ネットワーク型」学際大規模情報基盤共同利用・共同研究拠点（JHPCN）

や革新的ハイパフォーマンス・コンピューティング・インフラ（HPCI）の目的を踏まえつつ、今後の発展が

見込まれる萌芽的な研究課題や本センターの大規模計算機システムを最大限活用することで成果が見込まれ

る研究課題を公募しています。2023 年度は通常の募集に加えて追加募集を行い、以下の 6 課題を採択しまし

た。 

 

 

若手・女性研究者支援萌芽枠 採択課題 

代表者名 研究課題名 

高橋 裕介 様 

（北海道大学 工学研究院） 
柔軟エアロシェルを有する大気突入機の流体構造連成解析 

 
 
大規模 HPC 支援枠 採択課題 

代表者名 研究課題名 

Ellis Richard Owen 様 

（大阪大学 理学研究科） 

Simulating the macroscopic impacts of cosmic ray microphysics in 

diffuse jet-remnant structures around galaxies 

杉村 奈都子 様 

（鹿児島工業高等専門学校 機械工学科） 
粒子法による大規模摩擦焼付きシミュレーション 

福澤 薫 様 

（大阪大学 薬学研究科） 

フラグメント分子軌道法による量子生命情報基盤の構築 

～タンパク質基本フォールドと生体分子動的挙動の解析～ 

 
 
人工知能研究支援枠 採択課題 

代表者名 研究課題名 

Harry Handoko Halim  様 

（大阪大学 工学研究科） 

The Investigation of Self Optimization of Active Sites by Reaction 

Intermediates during Non-Equilibrium States of CO2 Hydrogenation 

to Methanol 

 
 
世界と伍する学生育成特設枠 採択課題 

代表者名 研究課題名 

高木 悠司 様 

（大阪大学 理学研究科） 
運動論的レーザー吸収で発生する高速電子特性の解析 
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2024 年度 大規模計算機システム公募型利用制度の活動状況 
 

2024 年度も引き続き研究課題の公募を行い、以下の 16 課題を採択しました。 

 

 

若手・女性研究者支援萌芽枠 採択課題 

代表者名 研究課題名 

Anas Santria 様 

（大阪大学 理学研究科） 

Investigating Magnetic Interaction in the Photo-excited State of a Series 

of Triple-Decker Phthalocyaninato Lanthanide（III） Complexes 

緒方 奨 様 

（大阪大学 工学研究科） 

超臨界地熱発電を志向した超臨界地熱環境下での人工地熱貯留層

造成シミュレーション 

鵜沢 浩太朗 様 

（京都大学 理学研究科） 
生成座標法に基づく核分裂の微視的記述 

 

 

大規模 HPC 支援枠 採択課題 

代表者名 研究課題名 

村上 匡且 様 

（大阪大学 レーザー科学研究所） 

マイクロトロイダルによるプロトン・ボロン磁場核融合の３次元シ

ミュレーション 

河口 真一  様 

（大阪大学 生命機能研究科） 

In silico スクリーニングを用いて、毒性ウィルスタンパク質と宿主

タンパク質との相互作用を予測する 

佐野 孝好様 

（大阪大学 レーザー科学研究所） 
ホイッスラー波を利用した新奇なレーザー核融合デザインの探索 

大西 正人 様 

（東京大学） 
第一原理計算を用いた非調和フォノン特性データベースの構築 

 

 

人工知能研究支援枠 採択課題 

代表者名 研究課題名 

小野 寛太 様 

（大阪大学 工学研究科） 

大規模シミュレーションと機械学習を活用したデータ駆動型磁性

材料開発 
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世界と伍する学生育成特設枠 採択課題 

代表者名 研究課題名 

荒金 究 様 

（大阪大学 蛋白質研究所） 

大規模言語モデルを用いた文献からの知識抽出と細胞内ネットワ

ークの数理モデルのデータ駆動的な構築 

寺田 雄亮 様 

（東京大学 理学研究科） 

太平洋赤道上の深い循環を駆動するエネルギー供給プロセスの解

明 

Rizka Nur Fadilla 様 

（大阪大学 工学研究科） 

Machine Learning Metadynamics for Modelling Phosphoramidate-based 

Antibody-drug Conjugates in Cancer Treatment 

水谷 耕介 様 

（大阪大学 理学研究科） 

連星系における共通外層期の軌道進化を対象とする 3 次元磁気流

体計算 

李 響 様 

（大阪大学 工学研究科） 
塑性変形におけるエネルギー散逸に関する分子動力学的研究 

片瀬 大祐 様 

（東京大学 工学研究科） 
電荷注入現象の解明を目的とした金属 ポリマー界面モデリング 

浅野 弘斗 様 

（大阪大学 薬学研究科） 

医薬品有害事象プラットフォームへの言語生成 AI の搭載による安

全性情報の収集・分析の効率化 

三宅 冬馬 様 

（北海道大学） 

高忠実流体構造連成モデルによる 3 次元超臨界翼の遷音速フラッ

ター解析：特異なフラッター境界形成メカニズムの解明 
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大規模計算機システム Ｑ＆Ａ 

 
当センターに寄せられた質問を掲載しております。 

同じ内容を以下の Web ページでも閲覧いただけます。 

http://www.hpc.cmc.osaka-u.ac.jp/faq/ 

 

 
Ｑ．年度途中で計算資源やストレージ容量の追加は可能でしょうか？ 

Ａ．はい。可能です。資源追加の申請につきましては、以下の利用者管理 WEB システムから申請頂いてお

ります。 

 

利用者管理システム（要認証） 

https://manage.hpc.cmc.osaka-u.ac.jp/saibed/ 

 

申請手順につきましては、以下のページにまとめておりますので、ご参照ください。 

 

一般利用（学術利用）資源追加申請 

http://www.hpc.cmc.osaka-u.ac.jp/service/basic_resourceadd/ 
 

 

Ｑ．年度途中で利用負担金の支払い費目や支払い時期を変更できますか？ 

Ａ．WEB システムからは変更できませんので、下記までご連絡ください。 

 大阪大学 情報推進部 情報基盤課 研究系システム班 

Mail: system@cmc.osaka-u.ac.jp 

TEL: 06-6879-8808 
 

 

Ｑ．ディスク容量を追加した場合、利用期限はいつまでですか？ 

Ａ．年度途中に申し込まれた場合でも、利用期限は年度末までとなります。翌年度にディスク容量を追加し

ない場合は、データの整理を３月中にお願いいたします。やむを得ない事情がある場合や、間に合わな

い場合は、ご連絡くださいませ。原則として、事前連絡無しにこちらでデータを削除することはありま

せん。 

 
 

Ｑ．ユーザ間でファイルを転送することは可能でしょうか？ 

Ａ．scp コマンドを使用することで可能です。 

例えば、カレントディレクトリ下の abc ディレクトリの中のファイル sample.c を、b61234 のホームデ

ィレクトリに転送する場合は以下のようなコマンドとなります。 

 

scp ./abc/sample.c b61234@localhost: 
 

 

 

 

 

173



Q．一度に大量のジョブを投入し、ジョブごとに入力ファイル/実行ファイルを変更したい 

A．ファイル名に連続した数値が含まれている場合、パラメトリックジョブという投入方法で、一度に大量

のジョブを投入できます。 

パラメトリックジョブでは、ジョブスクリプト内の"$PBS_SUBREQNO"環境変数に、-t で指定した数値(下

記の例では 1 から 5 までの数値)が格納されます。qsub すると同時に 5 本のジョブが投入され、a.out に

対してそれぞれ異なる入力ファイル（下記の例では input1 から input5）が設定されます。 

 

ジョブスクリプト例(jobscript.sh) 

 

#PBS -q SQUID 

#PBS -l elapstim_req=0:30:00,cpunum_job=24 

cd $PBS_O_WORKDIR 

./a.out input$PBS_SUBREQNO 

 

投入方法 

 

qsub -t 1-5 jobscript.sh 

 

 

qstat の表示例:パラメトリックジョブの場合、1 回の qsub につき 1 件分の表示となります 

 

RequestID     ReqName  UserName  Queue  Pri  STT  S  Memory  CPU  Elapse R H M Jobs 

------------  -------  --------  -----  ---  ---  -  ------  ---  ------ - - - ---- 

123456[].sqd  nqs    username  OC1C   0    QUE  -  -       -    -      Y Y Y 1 

  

sstat の表示例:-t で指定した数値分だけ表示されます 

 

RequestID       ReqName  UserName  Queue    Pri              STT PlannedStartTime 

--------------- -------- -------- -------- ----------------- --- ------------------- 

123456[1].sqd   nqs      username   OC1C      0.5002/  0.5002 QUE - 

123456[2].sqd   nqs      username   OC1C      0.5002/  0.5002 QUE - 

123456[3].sqd   nqs      username   OC1C      0.5002/  0.5002 QUE - 

123456[4].sqd   nqs      username   OC1C      0.5002/  0.5002 QUE - 

123456[5].sqd   nqs      username   OC1C      0.5002/  0.5002 QUE – 

 

 
Q．機種変更/紛失/何らかの問題で SQUID の 2 段階認証ができなくなった 

Ａ．2 段階認証のリセットには管理者の操作が必要となりますので、お問い合わせフォームからお知らせく

ださい。その際、氏名、利用者番号、メールアドレスは登録時のものを記入してください。2 段階認証

のリセット時にパスワードもあわせて初期化いたしますので、予めご了承ください。 

 

お問い合わせフォーム 

http://www.hpc.cmc.osaka-u.ac.jp/support/contact/auto_form/ 
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